
日
本
学
士
院
賞
　
受
賞
者
　
　
岡お

か

　
本も

と

　
佳よ

し

　
男お

専
攻
学
科
目
　
　
高
分
子
化
学

生
　
年
　
月
　
　
昭
和
一
六
年
　
一
月

略
　
　
　
歴
　
　
昭
和
三
九
年
　
三
月
　
　
大
阪
大
学
理
学
部
高
分
子
学
科
卒
業

同
　
四
四
年
　
三
月
　
　
大
阪
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同
　
四
四
年
　
三
月
　
　
理
学
博
士

同
　
四
四
年
　
四
月
　
　
大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
助
手

同
　
五
八
年
　
七
月
　
　
大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
助
教
授

平
成
　
二
年
　
三
月
　
　
名
古
屋
大
学
工
学
部
教
授

同
　
　
九
年
　
四
月
　
　
名
古
屋
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

同
　
一
六
年
　
四
月
　
　
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授

同
　
一
六
年
　
四
月
　
　
名
古
屋
大
学
エ
コ
ト
ピ
ア
科
学
研
究
所
客
員
教
授
（
平
成
二
一
年
三
月
ま
で
）

同
　
一
九
年
　
八
月
　
　
中
国
ハ
ル
ビ
ン
工
程
大
学
特
聘
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同
　
二
一
年
　
七
月
　
　
名
古
屋
大
学
特
別
招
へ
い
教
授
（
現
在
に
至
る
）
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理
学
博
士
岡
本
佳
男
氏
の
「
ら
せ
ん
高
分
子
の

精
密
合
成
、
構
造
、
機
能
に
関
す
る
研
究
」　に

対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　
自
然
界
に
お
い
て
キ
ラ
リ
テ
ィ
ー
（
掌
性
）
は
基
本
要
素
の
一
つ
で
あ
り
、

生
命
現
象
は
分
子
の
キ
ラ
リ
テ
ィ
ー
と
不
可
分
で
あ
る
。DN
A

、
タ
ン
パ
ク
質
、

多
糖
類
な
ど
の
生
命
活
動
を
担
う
生
体
高
分
子
は
、
糖
類
や
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
の

キ
ラ
ル
な
低
分
子
化
合
物
（
モ
ノ
マ
ー
）
を
構
成
成
分
と
す
る
た
め
、
そ
の
純

粋
光
学
活
性
構
造
、
つ
ま
り
単
一
キ
ラ
リ
テ
ィ
ー
に
由
来
す
る
左
右
一
方
向
巻

き
の
ら
せ
ん
構
造
を
と
っ
て
い
る
。
生
体
高
分
子
の
高
度
な
機
能
は
、
こ
の
ら

せ
ん
構
造
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
岡
本
佳
男
氏
は
、
化
学
合
成
手
法

を
駆
使
し
た
ら
せ
ん
高
分
子
を
精
密
合
成
、
さ
ら
に
そ
の
機
能
の
発
現
、
制
御

に
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
自
ら
が
見
出
し
た
不
斉
ア
ニ
オ
ン
重
合
の
基
礎
的
研
究
の
成
果

を
も
と
に
、
光
学
活
性
物
質
を
用
い
て
光
学
不
活
性
な
モ
ノ
マ
ー
の
ら
せ
ん
選

択
重
合
に
成
功
す
る
と
と
も
に
、
ら
せ
ん
高
分
子
の
構
造
と
機
能
に
つ
い
て
詳

細
な
検
討
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
知
見
を
光
学
異
性
体
分
離
用
の
カ

ラ
ム
充
填
剤
の
開
発
に
応
用
し
、
近
年
そ
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
光
学
活

性
物
質
の
研
究
の
発
展
と
深
化
、
さ
ら
に
精
密
化
学
産
業
へ
多
大
の
貢
献
を
果

た
し
た
。
主
な
研
究
業
績
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
．
ら
せ
ん
構
造
高
分
子
の
不
斉
合
成

　
ら
せ
ん
構
造
は
、
高
分
子
が
と
る
も
っ
と
も
重
要
な
構
造
の
一
つ
で
あ
り
、

左
右
い
ず
れ
か
一
方
向
巻
き
の
ら
せ
ん
高
分
子
の
形
成
は
他
に
キ
ラ
ル
な
要
因

が
な
く
て
も
理
論
的
に
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
や
ポ
リ
メ
タ

ク
リ
ル
酸
メ
チ
ル
な
ど
の
通
常
の
人
工
ビ
ニ
ル
ポ
リ
マ
ー
は
構
造
が
柔
軟
な
た

め
、
安
定
な
一
方
向
巻
き
の
ら
せ
ん
と
し
て
存
在
し
得
な
い
。
岡
本
氏
は
、
一

九
七
九
年
に
か
さ
高
い
側
鎖
を
有
す
る
メ
タ
ク
リ
ル
酸
ト
リ
フ
ェ
ニ
ル
メ
チ
ル

を
光
学
活
性
な
ス
パ
ル
テ
イ
ン
修
飾
に
よ
る
ア
ニ
オ
ン
開
始
剤
を
用
い
て
重
合

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
溶
液
中
で
も
一
方
向
巻
き
の
ら
せ
ん
構
造
を
保
持
し
た

高
分
子
が
不
斉
合
成
で
き
る
こ
と
を
世
界
に
先
駆
け
て
見
出
し
た
。
こ
の
よ
う

な
安
定
構
造
は
そ
れ
ま
で
理
論
的
に
も
全
く
予
測
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
発
見

は
高
分
子
科
学
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
事
実
、
そ
の
後
、
ポ
リ
ク

ロ
ラ
ー
ル
、
ポ
リ
イ
ソ
シ
ア
ナ
ー
ト
、
ポ
リ
イ
ソ
シ
ア
ニ
ド
、
ポ
リ
ア
セ
チ
レ

ン
、
ポ
リ
シ
ラ
ン
、
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
誘
導
体
な
ど
の
様
々
な
高
分
子
に
つ
い
て
、

一
方
向
に
片
寄
っ
た
ら
せ
ん
構
造
を
有
す
る
光
学
活
性
高
分
子
が
合
成
さ
れ
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
こ
の
研
究
の
ら
せ
ん
高
分
子
分
野
の
発
展
へ
の
寄
与
は
明
白

で
あ
る
。
ま
た
、
岡
本
氏
は
制
御
困
難
と
さ
れ
た
ラ
ジ
カ
ル
重
合
に
お
い
て
も
、
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ら
せ
ん
構
造
高
分
子
の
不
斉
合
成
に
成
功
し
、
さ
ら
に
ポ
リ
メ
タ
ク
リ
ル
酸
エ

ス
テ
ル
や
ポ
リ
フ
ェ
ニ
ル
ア
セ
チ
レ
ン
誘
導
体
が
、
ら
せ
ん
の
反
転
や
記
憶
等

の
興
味
深
い
立
体
構
造
変
化
を
行
う
こ
と
を
報
告
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、

高
分
子
科
学
以
外
の
分
野
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
今
日
活
発
に
研
究
が

行
わ
れ
て
い
る
ら
せ
ん
状
超
分
子
に
関
す
る
研
究
の
端
緒
を
開
い
た
も
の
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

二
．
光
学
活
性
物
質
の
実
用
的
高
度
分
離
技
術
の
開
発

　
岡
本
氏
は
人
工
お
よ
び
天
然
ら
せ
ん
高
分
子
の
機
能
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き

基
礎
お
よ
び
応
用
面
の
成
果
を
あ
げ
た
。ま
ず
上
記
の
人
工
ら
せ
ん
高
分
子
が
、

天
然
酵
素
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
光
学
異
性
有
機
化
合
物
に
対
し
て
非
常
に
高

い
認
識
機
能
を
発
揮
す
る
、
す
な
わ
ち
ラ
セ
ミ
体
の
光
学
分
割
能
を
有
す
る
こ

と
を
見
出
し
た
。
一
九
八
一
年
、
こ
の
ら
せ
ん
高
分
子
を
シ
リ
カ
ゲ
ル
に
担
持

す
る
こ
と
に
よ
り
高
速
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
（H

PL
C

）
用
の
キ
ラ
ル
充

填
剤
と
し
て
実
用
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
日
本
で
最
初
に
市
販
さ
れ
た
光

学
異
性
体
分
離
用
の
キ
ラ
ル
充
填
剤
で
あ
り
、
光
学
活
性
高
分
子
を
利
用
し
た

も
の
と
し
て
は
世
界
初
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
知
見
を
も
と
に
、
天

然
の
キ
ラ
ル
高
分
子
で
あ
る
セ
ル
ロ
ー
ス
（
一
九
八
四
年
）
や
ア
ミ
ロ
ー
ス
（
一

九
八
七
年
）
な
ど
を
適
切
に
化
学
修
飾
す
る
こ
と
に
よ
り
、
極
め
て
高
性
能
な

キ
ラ
ル
充
填
剤
を
開
発
し
た
。
今
日
、
世
界
中
で
一
〇
〇
種
を
越
え
る
キ
ラ
ル

充
填
剤
が
市
販
さ
れ
て
い
る
が
、
岡
本
氏
が
開
発
し
た
製
品
の
多
く
は
、
比
類

な
き
分
解
能
と
安
定
性
ゆ
え
に
実
用
性
が
高
く
、
世
界
の
キ
ラ
ル
充
填
剤
の
七

〇
〜
八
〇
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
充

填
剤
を
用
い
て
純
粋
な
光
学
活
性
体
を
大
量
に
製
取
す
る
こ
と
も
可
能
に
な

り
、
レ
キ
サ
プ
ロ
（
抗
う
つ
剤
）、
ケ
プ
ラ
（
抗
て
ん
か
ん
剤
）
な
ど
い
く
つ
か

の
大
型
キ
ラ
ル
医
薬
品
が
こ
の
方
法
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。

　
光
学
異
性
体
比
の
迅
速
か
つ
高
精
度
な
分
析
は
生
命
科
学
、
物
質
科
学
関
連

の
基
礎
化
学
の
み
な
ら
ず
医
農
薬
、
香
料
、
食
品
工
業
研
究
に
不
可
欠
の
手
段

を
提
供
す
る
が
、
現
在
、
三
〇
年
に
わ
た
る
こ
の
日
本
発
の
成
果
は
、
化
学
研

究
に
不
可
欠
な
技
術
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
岡
本
氏
の
研
究
は
四
八
八
報
の
論
文
と
一
四
八
編
の
総
説
、
著
書
に
集
約
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
広
汎
な
科
学
的
意
義
は
、
一
〇
〇
報
に
の
ぼ
る
国
内
外
の

多
く
の
グ
ル
ー
プ
と
の
共
著
論
文
発
表
、
二
〇
、
〇
〇
〇
回
に
の
ぼ
る
論
文
引

用
か
ら
も
伺
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
岡
本
佳
男
氏
の
研
究
業
績
は
、
新
学
問
領
域
を
開
拓
し
た

学
術
的
貢
献
、
医
薬
品
合
成
な
ど
に
か
か
わ
る
技
術
的
波
及
効
果
の
観
点
か
ら

国
際
的
水
準
に
お
い
て
ま
こ
と
に
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
対
し
て
、

高
分
子
学
会
賞
（
一
九
八
二
）、
日
本
化
学
会
賞
（
一
九
九
九
）、Chirality M

edal

（
二
〇
〇
一
）、
紫
綬
褒
章
（
二
〇
〇
二
）、
藤
原
賞
（
二
〇
〇
五
）、C

harles G
. 
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O
verberger

国
際
賞
（
二
〇
一
一
）
な
ど
、
国
内
外
か
ら
多
数
の
賞
が
授
与
さ

れ
て
い
る
。
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